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主催：日本音声学会 音声学普及委員会
日時：2026年2月14日（土）10:00〜12:00
 会場：オンライン（事前登録（申込）されたアドレス宛に，開催3, 4日程度前に

Zoomリンクをお知らせします)

 講師：梁辰（早稲田大学）
 定員：300名【事前登録制】
会員・非会員にかかわらず右のQRコード(Peatix)から事前登録を

お願いします。
   ＊申込期限：2026年2月13日（金）（開催前日）
   ＊登録にはPeatixアカウントが必要です。

             アカウント作成にはメールアドレスやGoogleアカウントなどが使えます。
 参加費：会員無料，非会員1000円，非会員学生無料

＊参加費（非会員対象）は課税（内税）です。
  ＊特定商取引法に基づく表記はこちら
（https://drive.google.com/file/d/1Z0pengqXF4YDDq9XFtLwmI-
HESwRwYca/view）
＊日本音声学会は適格請求書発行事業者の登録番号がありません。

 概要：
中国語母語話者を対象とする日本語音声習得研究や発音指導において，中国語の

音体系を正しく理解することは不可欠です。一方で，中国語音声は拼音（ピンイン）
や中国語音韻論の用語によって説明されることが多いため，日本語音声との比較は
意外と簡単ではありません。
本講演では，拙訳『中国語音声学概論』（くろしお出版，2024年）の内容を

踏まえ，中国語普通話の音体系を国際音声記号（IPA）を用いて一般音声学の視点か
ら整理し，日本語との違いや中国語母語話者の日本語音声の困難点をわかりやすく
紹介します。

 キーポイント：
中国語普通話の音体系：声母・韻母・声調の基礎
中国語母語話者が陥りやすい発音上の誤り
発音指導のための実践的ヒント

 世話人：
金村久美（名古屋経済大学）
孫静（神戸大学）
王可心（神戸大学）

問い合わせ先：
音声学普及委員会 fukyuu.psj[at]gmail.com （[at]を@に変更してください）

第36回音声学セミナー
一般音声学から見た中国語の音体系—

日本語音声教育・研究への応用のために
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